
 

 

 

 

 

【重点目標】 「やってみよう」 

 

４月７日（月）満開の桜の花に迎えられ、1年生 35人を迎え入学式を、翌８日（火）

に始業式を行い、全校児童 232人で令和７年度をスタートしました。 

♪光だ 光だ 野に山に♪ と校歌にうたわれているように、春の光で、子供たちの

「かがやく笑顔」が一層輝いて見えます。 

 

～令和７年度 合言葉は「やってみよう」～ 

 

新任式で、代表の山田陽菜乃さんが、『河城小の自慢』を三つ紹介してくれました。 

 

重点目標である「やってみよう」が、自慢になっています。 

  一人一人が自分の力を伸ばし、クラスや学年が協力してよりよくなり、笑顔あふれる楽

しい学校になるために、本年度も、自分から、自分たちで「やってみよう」、が重点目標で

す。 

４月７日（月）～８月27日（月）までの1輝「つくる」は、「自分たちの生活を 自分たち

でつくる
・ ・ ・

」、1年間の基盤をつくるステージです。まずは自分の「1年後なりたい自分」を

イメージし、自分が頑張るめあて（目標）をつくり
・ ・ ・

ます。また、仲間づくり
・ ・ ・

を通して、学級や

仲間のために、自分ができることは何だろうと考え、行動に移すことができることをめざし

ます。 

職員も子供たちと共に、一枚岩で目標に向かって取り組んでいきますので、ご家庭や

地域のご支援の程、よろしくお願いいたします。                   （校長 髙塚 由佳利） 

 

 

河城小学校だより 

令和７年度４月号 

令和７年４月１１日 

【子どもたちの様子を紹介】 

ホームページで子どもたちの学校での様子を紹介しています。 

ぜひ、御覧ください。 検索 「河城小ニュース」  こちらからも→ 

(1) 「そうじ」・・・全校のみんなが「見つけそうじ」を一生懸命やってくれるので、学校

中がピカピカ輝いています。 

(2) 「あいさつ」・・・いつも大きな声の挨拶が聞こえてくるので、学校中がにぎやかで

元気いっぱいです。 

(3) 「努力」・・・河城小のみんなはひたむきに努力しています。例えば、イベントに向け

て自学で調べたり、みんなと協力して限界まで努力します。 


